
「青い羽根募金強調運動期間」キャンペーン！
　2019ミス日本「海の日」の髙橋梨子さんにご協力いただきました。

─ 閣僚の皆様に青い羽根を着用していただきました ─

─ 2019ミス日本「海の日」が石井国土交通大臣ほか関係省庁を表敬訪問 ─
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　青い羽根募金活動は周年実施していますが、本年度も、特に「海の日」を中心に7月1日から8月31日までの2ヵ月間
を「青い羽根募金強調運動期間」として、全国の道府県水難救済会と協力し、積極的に募金活動を実施しました。
　全国の多くの皆様方から青い羽根募金の趣旨にご賛同と暖かいご支援をいただくとともに、海上保安庁、防衛省等
関係省庁をはじめ自治体、企業、団体等からもご支援をいただきました。特に、防衛省の陸上、海上及び航空自衛隊の
隊員の皆様や海洋少年団並びに学校生徒会等の皆様には募金活動に多大なご協力をいただき御礼申し上げます。
　なお、令和元年7月9日（火）の閣僚懇談会において、石井国土交通大臣から安倍総理大臣をはじめとする全閣僚（各
省庁、政務三役）の皆様に対し、青い羽根を着用していただくとともに、青い羽根募金活動へのご理解とご協力を広く
お願いいたしました。

青い羽根募金活動レポート2019
全国51,000人のボランティア救助員の活動を支えます。

国土交通大臣表敬訪問
（左から相原会長、ミス日本「海の日」髙橋梨子さん、石井啓一国土交通大臣、岩並秀一海上保安庁長官、菊井理事長）

令和元年7月9日の閣議前に閣僚の皆様に青い羽根を着用していただきました。
（左から　石井国土交通大臣、茂木経済再生担当大臣、安倍内閣総理大臣、麻生副総理・財務大臣、
鈴木東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会担当大臣）

　令和元年6月26日（水）、「青い羽根募金強調運動期間」の開始に
あたり、キャンペーンの一環として、公益社団法人日本水難救済会
相原会長と菊井理事長は、2019ミス日本「海の日」の髙橋梨子さ
んとともに、石井啓一国土交通大臣をはじめ牧野たかお国土交通副
大臣、岩並秀一海上保安庁長官、黒田武一郎消防庁長官及び長谷成
人水産庁長官並びに国土交通省及び海上保安庁等関係機関の皆様方
を表敬訪問し、「青い羽根」を着けて頂き、青い羽根募金強調運動の
普及推進と強調運動期間等でのご支援、ご協力をお願いしました。

「青い羽根募金強調運動」にご協力を頂いたミス日本「海の日」
髙橋梨子さんと公益社団法人日本水難救済会　相原会長

石井啓一国土交通大臣への表敬訪問

長谷成人水産庁長官への表敬訪問 黒田武一郎消防庁長官への表敬訪問

牧野たかお国土交通副大臣への表敬訪問 阿達雅志国土交通大臣政務官への表敬訪問

岩並秀一海上保安庁長官への表敬訪問

─ 令和元年度青い羽根募金強調運動 ─



─ 青い羽根募金支援自販機が新たに設置されました ─
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■�中日海洋少年団の活動

　令和元年7月7日（日）、名古屋港ガーデン埠頭にお
いて行われた、ビーチウォーク＆クリーンアップ大作
戦において、中日海洋少年団により青い羽根募金活動
が行われました。

■�ボーイスカウト水戸第4団の活動
　令和元年6月23日（日）、山新グランステージ水戸おいて、
ボーイスカウト水戸第4団により青い羽根募金活動が行わ
れました。

香川県水難救済会
JR琴平駅に設置されました。
　JR四国の協力を得てこの度、JR琴平駅に「青い羽根
募金支援自販機」が設置されることとなり、令和元年7
月11日、琴平駅においてJR四国の半井社長、香川県水
難救済会琴陵会長、日本水難救済会加賀谷常務理事等関
係者が出席して、同自販機の設置除幕式が行われました。

兵庫県水難救済会
南あわじ市役所敷地内に設置されました。
　県内の企業等に「青い羽根募金支援自販機」設置の
お願いをしておりましたところ、南あわじ市役所から設
置協力のお申し出をいただき、令和元年5月31日に同市
役所敷地内に青い羽根募金支援自販機が1台設置されま
した。

　令和元年5月27日、海事センタービル2階会議室において、
「令和元年度青い羽根募金運営協議会」が開催されました。
　同協議会には委員である外部の有識者5名等が参加し、平
成30年度の青い羽根募金活動の状況、募金の実績及び募金
の使用実績が報告されたほか、令和元年度の青い羽根募金活
動計画が審議され、7月、8月を「青い羽根
募金強調運動期間」として全国的に募金活
動を展開すること及び活動を展開するに
当たっての具体的な推進策等が承認され
ました。

■�総理官邸や国土交通省等各省庁に青い羽根募
金ポスターの掲示及び募金箱の設置

　公益社団法人日本水難救済会は、令和元年度「青い
羽根募金強調運動期間」の取組みの一環として、総理
大臣官邸への募金箱等の設置、国土交通省（3号館）
の各階にポスターの一斉掲示、1階及び地下1階への募
金箱の設置のほか、霞ヶ関の各省庁、宮内庁、内閣府
等を訪問し、ポスターの掲示、募金箱の設置等のほか
募金への協力をお願いしました。

■�特定非営利活動法人 神奈川県水難救済会 
の活動

　平成31年3月7日から10日、横浜のパシフィコ横浜
において開催されたジャパンインターナショナルボー
トショー2019において青い羽根募金活動を行いまし
た。

　全国津々浦々で活躍する約51,000人の民間ボランティア救助員が、効果的かつ安全な海難救助を行なうためには、
常日頃から組織的な訓練を行うとともに、ライフジャケットやロープなど救助資器材の整備、救助船の燃料などが必
要となります。
　このため、公益社団法人日本水難救済会では、海上保安庁のご指導により昭和25年から「青い羽根募金」を開始し、
こうした民間ボランティア救助員の救難活動に必要な資金を確保するため、全国の一般市民や企業の皆様方に募金を
お願いしております。
　「青い羽根募金」は、公益社団法人日本水難救済会のホームページ（http：//www.mrj.or.jp/index.html）から「イ
ンターネット募金」をする方法や「青い羽根募金」口座に直接振り込む方法等のほか、清涼飲料水を購入することに
より、売上金の一部が自動的に「青い羽根募金」として寄附される方法があります。
　本会は、「青い羽根募金支援自販機」の全国的な普及促進を図っております。
　皆様方のご支援ご協力をお願いいたします。

JR琴平駅で「青い羽根募金支援自販機」設置除幕式が行われま
した。（写真左から3人目は琴陵会長、4人目は半井社長）

南あわじ市役所敷地内に設置された「青い羽根募金支援自販機」

街頭で募金活動を行う中日海洋少年団の皆様

街頭で募金活動を行うボーイスカウト水戸第4団の皆様

青い羽根募金運営協議会の様子

株式会社海洋平和様のご協力によりボートショー会場に設置された募金
箱とポスター

総理官邸に置かれた
青い羽根募金箱

青い羽根募金に占める支援自販機寄附金の推移

─ 各地の青い羽根募金広報・周知活動 ─ ─ 各地の「青い羽根募金支援自販機」設置活動 ─

─ 令和元年度青い羽根募金運営協議会を開催 ─
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